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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年12月20日(2012.12.20)

【公表番号】特表2012-508289(P2012-508289A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-535143(P2011-535143)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｂ  15/28     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  71/02    　　　　
   Ｆ１６Ｆ  15/32    　　　Ｚ
   Ｂ６０Ｂ  15/28    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/36    　　　　
   Ｂ６０Ｃ  19/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）次の一般化学式（Ｉ）および一般化学式（ＩＩ）のエチレン／プロピレングリコー
ルコポリマーエーテルの混合物を含む、８５～９７重量％のグリコールエーテル成分、
　Ｒ－Ｏ｛［ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－Ｏ－］ｍ［ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－］ｎ｝Ｈ　　　（
Ｉ）
　Ｒ１－（Ｏ－｛［ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－Ｏ－］ｍ［ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－］ｎ｝Ｈ）

２　　　（ＩＩ）
これらの化学式中、Ｒは、炭素原子２～８個の水素またはアルキル基、
Ｒ１は、２つの置換基が同じ炭素原子上にない炭素原子２～８個のアルキレン部分、
ｍは、エチレン／プロピレングリコールコポリマー部分（１つまたは複数）中のプロピレ
ングリコールのモル百分率、
ｎは、エチレン／プロピレングリコールコポリマー部分（１つまたは複数）中のエチレン
グリコールのモル百分率、比ｎ：ｍが３５：６５～８０：２０の範囲であり、
各グリコールコポリマー化合物が有する数平均分子量が２０００～１００００の範囲、な
らびに、
　２）３～１５重量％のヒュームドシリカゲル形成剤を含む、タイヤバランス調整ゲル状
組成物であって、
　前記バランス調整組成物が、粘弾性を有するとともに、２２℃で１５００Ｐａ～５００
０Ｐａの貯蔵弾性係数（Ｇ'）と、１０～４０Ｈｚ以下のクロスオーバー振動数で前記貯
蔵弾性係数よりも低い損失弾性係数（Ｇ''）と、２Ｐａ超過の臨界降伏応力とを有するタ
イヤバランス調整ゲル状組成物。
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【請求項２】
　前記グリコールエーテル成分（一種または複数種）の前記数平均分子量が３０００～１
００００の範囲である請求項１に記載のタイヤバランス調整組成物。
【請求項３】
　前記比ｎ：ｍが３５：６５～８０：２０の範囲、好ましくは４０：６０～７５：２６の
範囲、特に４０：６０～６０：４０である、請求項１または２記載のタイヤバランス調整
組成物。
【請求項４】
　前記ヒュームドシリカゲル形成剤が、９０～４００ｍ２／ｇ、好ましくは２００～３０
０ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有する親水性タイプのヒュームドシリカ、または５０～３０
０ｍ２／ｇ、好ましくは２５０～３５０ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有する疎水化タイプの
ヒュームドシリカ、または前記親水性および疎水化タイプのヒュームドシリカゲル形成剤
の混合物である請求項１に記載のタイヤバランス調整組成物。
【請求項５】
　前記グリコールエーテル成分（一種または複数種）が、ＩＳＯ３４４８によって判定さ
れる粘度グレードが５００を超える、好ましくは８００～１２００の範囲を示す請求項１
から３のいずれか１項に記載のタイヤバランス調整組成物。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に定義される適量のバランス調整組成物を空気キャビテ
ィ内に含有する自動車タイヤ。
【請求項７】
　ホイールリムおよびタイヤを備え、前記タイヤが請求項１から５のいずれか１項に定義
される適量のバランス調整組成物を空気キャビティ内に含有する自動車ホイールアセンブ
リ。
【請求項８】
　タイヤの内表面に請求項１から５のいずれか１項に記載のバランス調整組成物を適用す
るステップと、ホイールアセンブリを自動車に取り付けるステップと、前記バランス調整
組成物が前記ホイールアセンブリのバランス調整をとるのに十分な距離だけ自動車を運転
するステップとを含む自動車ホイールアセンブリのバランス調整をとる方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、
　１）次の一般化学式（Ｉ）および一般化学式（ＩＩ）のエチレン／プロピレングリコー
ルコポリマーエーテルの混合物を含む、８５～９７重量％のグリコールエーテル成分、
　Ｒ－Ｏ｛［ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－Ｏ－］ｍ［ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－］ｎ｝Ｈ　　　（
Ｉ）
　Ｒ１－（Ｏ－｛［ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－Ｏ－］ｍ［ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－］ｎ｝Ｈ）

２　　　（ＩＩ）
　これらの化学式中、Ｒは、炭素原子２～８個の水素またはアルキル基、
Ｒ１は、２つの置換基が同じ炭素原子上にない炭素原子２～８個のアルキレン部分、
ｍは、エチレン／プロピレングリコールコポリマー部分（１つまたは複数）中のプロピレ
ングリコールのモル百分率、
ｎは、エチレン／プロピレングリコールコポリマー部分（１つまたは複数）中のエチレン
グリコールのモル百分率、比ｎ：ｍが３５：６５～８０：２０の範囲であり、
各グリコールコポリマー化合物が有する数平均分子量が２０００～１００００の範囲、な
らびに、
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　２）３～１５重量％のヒュームドシリカゲル形成剤を含む、改善された粘弾性のタイヤ
バランス調整組成物であって、
　前記バランス調整組成物が、粘弾性を有するとともに、２２℃で１５００Ｐａ～５００
０Ｐａの貯蔵弾性係数（Ｇ'）と、１０～４０Ｈｚ以下のクロスオーバー振動数で前記貯
蔵弾性係数よりも低い損失弾性係数（Ｇ''）と、２Ｐａ超過の臨界降伏応力とを有する、
タイヤバランス調整組成物に関する。
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